
令和６年 署・業種別死亡災害発生状況 ( 現在 )

広島労働局
増減率

％

広島中央 4 (1) 4 (1) 4 2 2 21 (3) 17 (2) -19%

呉 2 (1) 2 (1) 2 2 5 2 -60%

福  山 4 (1) 2 7 (1) 2 1 3 (1) 1 5 3 6 100%

三  原 5 (1) 4 1 1 -3 6 (2) 6 (2)

尾  道 3 (1) 3 -3 7 (1) 3 -57%

三  次 1 (1) 1 (1) -1 農林業 -

広島北 5 (1) 5 1 1 -4 商　業 3 1 -67%

廿日市 1 2 (1) 1 (1) 1 2 清　掃 2 (1) 1 -50%

合 計 25 (7) 21 (3) 17 (2) 2 6 6 (2) 3 -4 そ の 他 2 1 -50%

（注１） （ ）は交通事故で内数。 （注２）業務上外、労働者性等調査中のものを含む。 最終発生日

18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年 30年 Ｒ元年 R2年 R4年

全 産 業 39 35 41 19 31 30 31 28 24 24 18 31 28 23 14 27

製 造 業 11 6 19 5 10 6 5 5 5 5 6 8 12 10 5 5

建 設 業 6 12 7 4 7 8 7 9 8 3 4 8 7 4 2 7

運輸交通業 12 8 4 2 4 10 4 4 1 4 2 4 5 6 6
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広島労働局

№
発生
月

業種 性別 職　種
経験
(年数)

事故の型 起因物 災害発生状況

1 1月
運輸交
通業

男 70 代 運転者 13
交通事故
（道路）

トラック
荷積したのち、荷主先に向けて国道を走行中、交差点で信号待ちをしてい
た別のトラックに追突した。

2 2月 商業 男 60 代 管理者 26
墜落、転
落

屋根、は
り、も
や、けた

被災者は、倉庫屋根上にて、張り出していた枝を伐採していたところ、ス
レート屋根を踏み抜き約3.5ｍ下のコンクリート床に墜落した。

3 3月
運輸交
通業

男 50 代
車両整備
作業者

20
はさま
れ、巻き
込まれ

トラック

トラックのエアーサスペンションを修理するため、エアーサスペンション
にエアーを送り、タイヤと車体との間隔を広げ、タイヤと車体との隙間に
上半身を入れ、修理をしようとしていたところ、車体が急に下がり、タイ
ヤと車体との間に挟まれた。

4 3月
運輸交
通業

男 40 代
貨物自動
車運転者

7
はさま
れ、巻き
込まれ

トラック

被災者は、トラックのタイヤを冬用タイヤからノーマルタイヤに交換する
作業を行っていた。前輪を取り外した後、何らかの理由で車体の下に入っ
たところ、車体前方を支持していたジャッキが外れ、車体の下敷きになっ
た。

5 4月
清掃・と

畜業
男 40 代 作業者 5 破裂 有害物

水の入った桶の中に、廃液が入ったプラスチック製のボトル容器を沈め、
少しずつ希釈していたが、突然ボトル容器が破裂し、熱傷を負った。

6 5月
運輸交
通業

男 60 代 運転者 12
はさま
れ、巻き
込まれ

乗用車、
バス、バ
イク

駐車場で、出発前に運転席側のドアを開けたまま運転席側前輪に設置して
いた車輪止めを外したところ、シフトレバーをドライブに入れた状態で
あったため、車両が前進して施設に衝突し、閉まろうとするドアと車体の
間に挟まれた。

7 6月 製造業 男 50 代 作業者 0
墜落、転
落

階段、桟
橋

桟橋に接岸した船の側面に、作業用乗船タラップをジブクレーンを使用し
て設置した後、吊ワイヤロープの玉外し作業等を行っていたところ、当該
乗船タラップが何らかの原因でバランスを崩して落下し、乗船タラップ上
でワイヤロープの玉外し作業等を行っていた作業者が乗船タラップともに
墜落した。

8 7月 建設業 男 20 代
設備機械
工

0 感電
移動式ク
レーン

鋼製電柱接続作業のため被災者が電柱に登って移動式クレーンで吊り上げ
ていた金属製の電柱のパーツを支持していたところ、移動式クレーンのジ
ブの先端が上空に設置されていた高圧電線に接触して感電した。

9 7月 建設業 男 40 代 電工 11
墜落、転
落

階段、桟
橋

資材置き場において、資材の整理作業を行っていた労働者が、階段から転
落した。

10 7月
接客娯
楽業

男 70 代 作業者 24 その他
その他の
環境等

芝刈り機に乗車して、ゴルフ場のコース内の芝刈り作業を行っていたとこ
ろ、蜂に刺された。

11 8月 製造業 男 40 代 作業者 28
はさま
れ、巻き
込まれ

コンベア
コンベア内部に設置されたセンサーの修理をしようと、コンベア内部に入
り、上半身を出していたところ、後ろから流れてきたコンベアのローラー
とフレームの間にはさまれた。

12 8月
運輸交
通業

男 40 代 運転者 15
交通事故
（道路）

トラック
荷主先へ向かって高速道路を走っていたところ、トラックがスリップし
て、中央分離帯に激突した。

13 8月 建設業 男 20 代 作業者 0 感電
送配電線
等

台風接近に伴い、防炎シートが飛ばないように建屋から伸びていた腕金の
間に挟み込む作業を行っていたところ、感電した。

14 8月 建設業 男 50 代 作業者 2
高温・低
温の物と
の接触

高温・低
温環境

工事現場において、被災者は片付け作業を行っていたところ様子がおかし
いことに気付いた職長が声掛けをしても返答がなく苦しそうにしていたた
め救急搬送された。

15 9月 建設業 男 50 代 電工 1
飛来、落
下

その他の
動力ク
レーン等

電動ウインチを使い、滑車を介してケーブルを屋外から２階に引き込む作
業をしていたところ、固定していた滑車の留め具が破断して、滑車が被災
者に飛来した。

16 9月 建設業 男 50 代 とび工 23
墜落、転
落

開口部
墜落防止用の単管手すりをくぐって移動していたところ、防炎シートで養
生されていた開口部に足を踏み入れ、防炎シートと共に墜落した。

17 10月
運輸交
通業

男 50 代 運転者 15
はさま
れ、巻き
込まれ

トラック

トラック荷を積み込み、後部扉を閉めようとしたが閉まらなかったので、
トラックを後進させて建物に当てて歪みを直そうと、運転手がトラックを
後進させて建物に当てたが、被災者がトラック後部と建物との間に挟まれ
た。

令和６年  死亡災害発生状況 
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